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２ねんせいのかん字

みじかい文

なまえ



二年生の漢字 短い文①名前

漢字の読み 漢字の読み

遠くの家 活気がある

何ごともない ほう丸なげをする

科学のカ 岩石がくずれる

たのしい夏休み 楽をしたい

家のやね 町外れのいえ

歌手のこえ 百人ぶん

画ようしにかく 天文学をまなぶ

大木のふといえだ 森の木立ち

カもちの人 本をよむ

山林をあるく 名字をかく

すご六であそぶ むすび目をほどく

この間とおなじ 目が回る

羽をのばす 人に出会う

ようち園の先生 日本海へいく

四つ角をまがる 絵画をうる

引力がある 外のけしき

白い雲 楽しいはなし



二年生の漢字 短い文②名前

漢字の読み 漢字の読み

先生の教え子 元気がよい

弓どうぶに入る 戸外に出る

学校から近い 古い本をよむ

おなじ形です 汽車にのる

金魚をかう 名まえを記す

上京したばかり 帰国する

べん強をする 牛にゅうをのむ

午後三じ タイムを計る

本の語り手 谷川にそう

人工のロボット 兄だいであそぶ

広大な土ち 言ばを考える

交つうあんぜん 公園のブランコ

月光のきょく よ く考える

後ろをむく よい行い

高原をあるく 名高い町

よこ顔を見る 黄色でぬる

日記をつける 合計を出す



二年生の漢字 短い文③名前

漢字の読み 漢字の読み

大きな寺 図書のせいり

自らなおす 数が少ない

時がたつ 色紙に書く

音楽室のピアノ 立場がない

本社につとめる パンを食べる

心の弱さ 市町村の名まえ

自首する 思いやりがある

秋分の日 白紙にもどす

早春のあさ 手作りのりょうり

円の中心 計算がはやい

新たな考え しあいを中止する

計画を図る 姉とはなす

親しくなる 今週までかかる

数おおくとる 北西のかぜ

名声をえる 白黒をつける

細心の気づかい 今後のこと

石の矢じり ゆう名なオ女



二年生の漢字 短い文④名前

漢字の読み 漢字の読み

手に当たる 学校に通う

東京タワーにのぼる なかのよい兄弟

アンケートの回答 店頭に立つ

頭上にとまる 知人をたずねる

台どころに行く 白線を引く

地めんをほる 新茶をつむ

車を直す 前のとおり

昼下がりのごご 手を組む

社長の家へいく 合同えんそう会

小鳥をかう 正直な子

朝日をあびる 新星を見つける

力走する 名刀の手入れ

多数けつをとる 春夏秋冬

太ようが出る 点数を見る

人体にわるい 電池の入れかえ

新雪がつもる 空が晴れる

船で行く 大切にする



二年生の漢字 短い文⑤名前

漢字の読み 漢字の読み

妹のランドセル 電話をとる

よいの明星 南北にのびる道

ひ鳴が聞こえる ひ肉を言う

羽毛のふとん 二万円わたす

校門でまつ 強い馬力

新米を食べる 今夜のタ食

歩道を通る 野外コンサー卜

父母とも元気 親友の名前

日曜日の朝 うまく用いる

友だちが来る 一方通行

一里づか 風上にむかう

理ゆうは何か 毎月はらう

そうじ当番になる ものを売る

読書の秋 やすい買いもの

はげしい風雨 内がわと外がわ

分け前をもらう 小麦ばたけ

新聞紙でつつむ 時間の半ば


